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It has been three years since we began to reform our liberal arts education. One of the things we
notice when we look at the current courses is the increased emergence of what we call 's6g6kamoku',
which is considered to be a welcome product of the reformation process, reflecting one of the attributes
of the University with faculties covering a wide range of research fields.

However, if we take the intended aim of each subject or a course into consideration, webecomefully
aware of some noticeable discrepancies between the departments or the research fields in understanding
the idea of integration.

Such being the case, this article aims at presenting clarification of the following three points for
further coordination; to reexamine the characteristics of survey courses and integrated courses, which
are supposed to be the two goals of 's6g6kamoku', to consider the relationship between interdisciplinarity
and the integrated course, and to discover the right direction in which the current courses should go so as
to be set up as the integrated courses.

This article also makes clear the stances on this problem of the faculty concerned with education of
humanities. Weare quite hopeful that it will work as the first step towards paving the way for further
exploitation of the latent possibilities or the beneficial qualities of our university in terms of its academic
totality.
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は　じ　め　に

教養教育の改革が緒についてから三年たち、実施体

制が大学教育開発研究センターを中心に始動してから

一年経過した現在、今回の改革が腺赦する方向の幾つ

かがおのづと明らかになつてきているように思われる

が、その一つに「総合科目」として開設されるものが

多くなつていることをあげることができよう0　このこ

とは、専門学部が教養教育に対しても応分の努力を傾

注している姿勢のあらわれであり、教養部解体の積極

的帰結の一つとして評価しうることと思われる。しか

し、シラバスにあたって個々の科目をみてみると、内

容的にバラエティに富むことは当然としても、総合科

目設定の趣旨についても随分とへだたりがあるように

感じられる。総合ということにどのようなイメージを

もつかは、それぞれの学部・研究分野の学問性を反映

することでもあり、このこと自体は、或る意味では健

全なすがたであると云つてよい。しかし、カリキュラ

ム体系の整合性、乃至は授業という見地からすれば、

なお若干の工夫もありうると思われる。というのも、

これまでのところ全学的レヴュルでの検討は十分にな

されているとは云えないのが実情であり、学部間、研

究分野間の意見交換の積み重ね次第では、さらに改善

をはかることも可能と思われるからである。

「総合科白」が一般教育科目として登場した経緯に

ついての詳論は控えるが、この科目が一般教育擁護派

の拠点の一つであったことは周知の通りである。一般

教育課程で開設される科目が専門基礎科目としての性

格を濃厚にして行くのに封抗するかたちで、教養教育

の主旨を守り抜こうとした人々が、「主題」を設定した

り、或いはコア・カリキュラムの長所をとりいれたり
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しながら､ 従来型 の デ ィ シプリ ン の枠内では開講でき

なか っ た事柄を教授しようとして設定したの が絵合科

目であ っ た｡ そして こ の努力は ､ ｢ 学部教育の被災地+

として の
一

般教育の 中で､ ｢ うすめ られた低次の専門科

目+ を聴か される こ と の多か っ た学生達にと っ て､ 砂

漠に点在するオア シ ス の ようなもの と してよ ろ こ ばれ

て い た こ とも
一 つ の 事実である ｡

以上は稔合科目を肯定的に見た場合 の 評価 である

が
､
しか し評価は こ のような肯定的なもの ばかりでは

な い
｡
当然 の こ となが ら批判も又存在する｡ そ れ は ､

｢稔合科目+ の まやか し的性格 に向けられ るもの で ､

そ の 最も率直な批判は､ 単
一

科目が
一

年間かけても教

えられ な い こ とを複数の 担当者が バ ラ バ ラに話すの で

はあまりにも絶花式に過 ぎる と いうもの であり､ こ の

批判は ､ 捻合科目は ｢ 公開講座+ である とか ､
さらに

辛殊なもの としては ､ ｢ バ ラ エ ティ に富ん でも所詮はお

子さまラ ン チ+ と い っ たもの まで､ 稔合性の い かがわ

しさを突くもの とな っ て い る｡

ともあれ ､ 稔合科目の 賛否両面にわ たる評価は ､ 今

後なお 当分の 間は決着する こ とはな い だ ろうと思われ

る｡ だ が､ こ の ような評価 の ゆれは ､
こ の科目が ､ 今

なお生成途上にあるこ とを示すもの であると考えるな

らば ､ 批判を正面に見すえなが ら､ こ の科目の すが た

を見さだめ る こ とも意義をも つ もの と思われる ｡ 以下 ､

文科系学部の 立場か ら見た稔合性に つ い て い さ さか思

うとこ ろを記して みた い ｡

1 総合科 目の 二 つ の性格

組合科目に つ い て の 通常の 理解は ､ 次 のようなもの

であろう｡ 即 ち､

｢ 絵合科目は, 大学教育がも つ 専門分化の 機能と

は反対に捻合化の 機能を代表するもの であり､ 各

学問分野を独 立に教えな い で互 い に緊密な連絡の

もと に全体的な知識
･ 理解を与え.ようとするもの

である｡ こ の場合､
一

人の 担当者が全体に わた っ

て稔合的に指導するこ とは容易なこ とで はな い の

で ､

一 般 的には複数の教師が各部面を担当する こ

とが望まし い ｡ 設定 の仕方としては､ 人文 ･ 社会
･

自然 の各系列に またがるもの と､ 各系列別の それ

とがある
｡ 特定 の主題に複数の学問分野が協力し

て とりくみ
､ 諸分野の 関連を理解させ るもの ､ 或

い は歴史的な流れや 地域比較と い っ た角度か ら事

柄を捻合的に把握できるよう編成する ｡

- - + 〔1〕

上 の 要約に対したとき､ た だ ちに生まれ る疑問は､

複数 の教 師が担当するとした場合､ そ れは
一

人 の 研究

者では カ バ ー す る こ と の できな い ほ どに広範な領域を

通観するもの であるか ら､ 絵合的である の か ､
そ れ と

も単
一

の ディ シプ リ ン によるだけでは見えて こ な い 高

次にして複雑な領域とか ､ 或 い は立体的な全体像を つ

かむ こ とをめ ざすか ら総合的と される の か と いう疑問

である｡ こ れらは ､ 普通､ 捻合科目の も つ 二 つ の性格

として指摘されて おり､ 前者は通観的なもの ( - s u r -

v e y c o u r s e) と して ､ 後者は統合的なもの( - in t e g r a レ

e d c o u r s e) と して位置づ けられ て い る ｡

こ の 区分には異論もあり得よう｡ 現在､ 我国の 多

くの大学で開講されて い る捻合科目の実態は ､ ｢ 混

成科目 c o m p o sit e c o u r s e+ と 呼ば れる べ き だと い

う意見がある｡ こ れ は幾 つ か の 異な っ た学部 ､ 研

究集団に所属する複数 の研究者が ､
共有する社会

的関心事に向けて見解を披渡しあ っ て い る状態を

指して い るも の と思われ るが ､ こ の種 の科目設定

に対するア カデミズ ム の側からの 批判は､ 現代 の

si n gl e is s u e m o v e m e n t と の か か わりで論及され

る べ きもの と思われ る の で､ こ こ で はとりあげな

い
｡

総合科目と云 っ た場合 ､ 以上 の ように二 つ の 理解が

ある こ とは ､
そ の語感からしても己むを得な い こ とで

あるが ､ こ の相違を暖味なままにして論を進め るなら

ば ､ や や面倒なこ とになる の で ､ 次 に両者 の特色をあ

らか じめ考慮しておか なければな らな い ｡

広範な領域を複数の 人間で扱うと い うこ とから､ 総

合を s u r v e y( s y n o p sis) と して位置づ ける見解 が生 じ

る の は ､ 次 のような事態によるもの と思われ る｡ そ れ

は
､ 学問 の細分化が極端に進んだ現状では ､

よ ほ どの

大家で な い か ぎり ､ 斯学 の全領域をおおう こ とができ

な い 以上､ 複数 の 担当者によ っ て できるか ぎり満遍な

く
一 つ の学問領域を案内しようと いうもの である｡ だ
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が これ は ､

一

つ の 学問領域 ( ディ シプ リ ン) の 固有対

象を前提として い るもの であるか ぎり
､ 古典的な区分

で は概論科目とされ てきたもの に他ならな い ｡
た だ そ

の 概観す べ き領域が広きに過 ぎるがゆえに ､ 複数 の 担

当者が それ ぞれ の得 意とする分野

ディ シプリ ン

つ まりサ ブ ･

を分担して遺漏なきを期すと いうこ

とである｡

こ れ に対 し､ 後者は次の ような考えに立 つ ｡ そ れ は
､

一

つ の デ ィ シプリ ン だ けでは つ かめ な い 対象があると

き､ 自己の デ ィ シプ リ ン の 限界をわ きまえた者が集ま

り
､
こ の対象に協同作業によ っ てあた っ て ゆ こうとす

るもの である
｡
そ の 際､ ｢ デ ィ シプリ ン の 限界+ に は 二

つ の も のが指摘され る｡
一

つ は
､
デ ィ シ プリ ン の 固有

の 方法の 利点が同時に限界でもあると いう方法論的側

面から派生するもの である (大きなもの を切 開するの

に有効な包丁で爪を切 る こ とはできな い と い っ た ケ
ー

ス) ｡ 他 の
一

つ は
､ 対象そ の も の の複合的性格､ 或 い は

対象の 巨大さを 一

つ の デ ィ シプリ ン で はおお い きれ な

い と いう攻略範囲の広狭 ､ 適 ･

不適から生ずるも- の で

ある ( たとえば ､ 巨大周密都市に環境景観を損なわず

に廉価な共同住宅を供給すると い っ た 課題) . こうじた

限界が自覚され るとき､ デ ィ シプリ ン の 固有の 方法を

一

つ の梯子に たとえるならば ､ 事態は ､ 大小さまざま

の 梯子 を使 い わけ て
一

つ の 高 み に 上 っ で ゆく こ と と

か ､ そ れ ぞれに異なる利点をそなえた幾 つ か の メ ス を

使 い ながら､
一

つ の 対象を分析解明する こ とにたとえ

られ るだろうし､ 攻略対象の 複雑巨大さ と い うこ とで

あれば ､
巨象 の 肢体を撫する群盲が個々 の 見解に こだ

わ っ て い る か ぎり ､ 全体が見えて こ な い こ とか ら､ そ

れ ぞれ の知見を持ち寄 っ て全体像を復原構築しようと

する こ とになぞらえられるかも知れな い ｡

さ て稔合科目の 性格を以上の ようにわけた場合､ 前

者 (｢ 通観+ をね らうもの) に つ い て は､ か つ て の概論

科目の ように意義づ ける の が適切 であり､ こ れ は各系

列内の 単
一

科目に準じた扱 い をするか ､ 専門基礎科目

と して積極的にとり い れ てゆく べ きも の と思われ る｡

こ れ に対し､ 後者､ 即 ちi n t e g r a ti o n をめ ざすもの は ､

複数 の デ ィ シ プリ ン の 協同によ っ て はじめ て得られ る

知の領域があるこ とを前提とするもの であり､ 従 っ て

こ れに つ い て は､ デ ィ シプリ ン 相互 の協力関係に つ い

て の 厳密な反省が不可欠であり､ こうした準備なくし

ては科 目の編成が できな い もの と考えざるを得な い ｡

そして こ こ に所謂学際性の 問題が でてくる こ とになる

が
､ 与の語はさまざまな局面で ､ や や 窓意的に用 い ら

れすぎたきら い がある｡ 従 っ て ､ 大まかにでも､ こ の

語 の 用法を
一

瞥したうえで､ 果して こ の概念がイ ン テ

グ レ ー シ ョ ン に と っ て有効な概念となりうるか どうか

を点検し直す必要があろう｡

〔註 1 〕 国立教育研究所高等教育絵合研究委具合 ;

｢ わ が国高等教育 の 問題状況一中間報告ⅠⅠ- +

( 昭和4 5 年 6 月)

文部省 ｢新し い 大学設置基準
･ 解 説+

( 昭和4 5 年11 月) 等 に よる ｡

2 ｢ 学問の府+ の移動と学際性

学際性は云うまで もなく ､
in t e r dis ci pli n a rit y の 訳

語であり ､
こ の 二十年来､ 大学改革 ､

カ リ キ ュ ラム 改

編に際しては最もポ ピ ュ ラ ー な語として人口 に胎灸し

たキイ ワ
ー

ドe)
.
て
一

つ で ある ｡ しか し､ こ の語 の用 い ら

れ る頻度の わりに は､ そ の 内実の 理解があやふや なも

の である こ とは否め な い ｡ デ イ シ プリナリに冠せ られ

る接頭辞は､ i n t e r dis ci pli n a r y と の関連で論及 される

も の だけ でも
､
m u lti- ､ p l u ri

-

､
c r o s s

-

､
t r a m s- ､ p r o t o -

､

等 があり､ い ずれも
ー

つ の 立場､ 乃 至 は或る種の主張

を反映して用 い られ て い る｡ 従 っ て
一

つ の 立場が､ ク

ロ ス ･ デイ シ プ リナリでも､ マ ル テイ
･ デ イ シ プリナ

リでも
､
ブ ル ー リ ･

デイ シ プ リナ リでもなく､ ま さに

イ ン タ ー デ ィ シプ リナ リである と云 われるには ､ そ れ

にふさわ し い 内実がある筈であり､ そ の こ と の 確定が

必要とな っ てくるであろう｡ 実際 こ の こ とをめ ぐ っ て

は､ 既 に幾 つ もの専著が もの されて い る 〔1〕｡ だ が こ

うした問題に立 ち入 り､ こ れ らを厳密に定義するには ､

こ の場は不適切 であり､ こ こ で はわずか に､ 何故 ｢イ

ン タ ー デ イ シ プリ
L

ナリ テイ+ が主張され るに至 っ た の

か と いうこと に つ い て ､ 周辺的事態をお さえながら､

ご く概括的に論及 してみ た い ｡

ま ず始めに ｢ ディ シプ リ ン+ と は何か ､
が問題に な

るが ､
こ れ に つ い て は大まかに ､ ｢ 規律を含ん だ専門+ ､

乃 至は ｢専門性が求め る規律+ 〔2〕と いう定義を採 っ て
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さ しつ か えな い であろう｡

ディ シプ リ ン が ｢ 規律を含んだ専門+ とされ る こ と

には､ ｢
一

定 の 訓練過程を経て習得され る知識もしくは

技能の体系+ と いう考えが含意されて い る｡ 到達習得

され る べ き知識 ･ 技能があ っ て､ こ こ に導く ことが知

育である｡ そ して こ の ように解され る dis cip li n e は ､

デ ィ シ プリ ン を授けられ る者を､ 弟子 di s cip le の 立場

にお き､ デ イ サイプ ルを導く者と して の教師が 一 分野

の知識
･

技能の体得者として君臨して い る｡ こ こ で は

人間関係は ､
デ ィ シプ リ ン を介した師弟関係と して分

節されるが ､ 師 たる者の 条件は､ デ ィ シプリ ン - の 通

暁度がメ ル ク マ
ー

ル とな っ て い る ｡ 専門学部 ､ 専門学

科は､ こうしたか た ちで ディ シプ リ ン - の 通暁度を認

定された教師集団と ､

一 定領域 の知 の習得をめ ざす着

たち ( デ イ サイプ ルと して の学生) の優先的帰属 の場

として設定され る｡

知 の体系が厳然として存在し､ しか もそれが習得さ

れ る べ き価値あるもの として
一

般社会に認知され て い

るとき､ デ ィ シプ リ ン に根拠をおく専門学部 ･ 専 門学科

は安定的に存在して い る｡ そして こ こ に於 い て は､ デ イ

シ フ
o

リ ン 固有 の方法と ､
そ れ によ っ て獲得され る知 -

の習熟が最優先課題 となるこ とは云うまでもな い ｡

と こ ろが今世紀の 中葉か ら後半に入 ると ､ デ ィ シプ

リ ン を語 るよりも､ イ ン タ ー デ ィ シ プリナリ ティ を語

る こ と の 方が多くな っ て きて い る ｡ 少くとも高等教育

の改善 ･ 改革を語る時には､ デ ィ シプリ ン の 充実を言匿

うこ とには何か しらはばか られるもの があるような気

がする ｡
ディ シプリ ン には牢固と した昔日の 威厳はも

はや 失われ てしま っ た ようにさえ見うけられ る｡ こ れ

は何故であろうか ｡ 何故デ ィ シプ リ ン ではなく､ イ ン

タ ー デ ィ シ プリナリ ティ が喧伝され る の であろうか ｡

今 こ れをわが国の 学問状況に於 い て問うにあたり ､

文学部 内の事情を例に検証してみよう｡

文学部内の学科制
･

講座制の 枠組みが十九世紀の そ

れであり､ とりわけ誤解 してとり い れられ た ヨ
ー

ロ ッ

パ 型 の学問区分に依拠して い た こ とは周知 の通りであ

る
｡
こ こ で は ヨ ー ロ ッ パ 型 ､ そ れ も十九世紀 ドイツ 型

の 学問研究の ス タイル を反映して ､ 哲 ･ 史 ･ 文 と いう

学科が で きあがり､ そ の 中に隣接するデ ィ シプリ ン が

それ ぞれ の独 立性を保持 したまま各講座 として組み こ

まれ て い る ｡
こ れ は先進 ヨ

ー ロ ッ パ の 学術文化の 輸入

と い う至上目的の ために組織されたもの であり､ 何よ

りも当時､ 世界 の ｢ 学問の府 C e n t e r of L e a r n in g+ で

あ っ た ドイツ の大学が模倣 の対象に選ば れた｡ こ の体

制は ドイツ 流の学問の 成果を輸入移植すると いう点に

於 い ては適切であり
､
効率 よくそ の使命を果したと云

えよう｡ しか しながら､ 模倣による整備が我国に於 い

て進行中であ っ た 二 十世紀の初頭に は､ 当の ドイツ本

国に於 い ては ､
フ ン ボ ル ト理念にもと づく ｢学者共和

国+ と して の大学､ 特 に そ の哲学部は凋落の 時期にさ

しかか っ て い た と云 っ てよ い ｡ そ の 頃の 我々 の先人は ､

こ の こ とを知る由もなか っ たが ､ 少なくとも本国が安

泰に見えて い るかぎりで は､ そ の複製品も疑 い をさし

はさまれる こ とはなか っ た の である｡ 事態は ､ 今世紀

の 中葉に至 っ て まがうこ ともなく顕在化する ｡

人文 ･ 社会系の 学問は､ 今世紀の ア メ リカに於 い て ､

一

つ は ｢ 地域研究+ と して､ 一 つ は社会科学 ､ 或 い は

行動科学の 潮流によ っ て新たな相貌を呈する ｡ こ の ア

メ リカで始ま っ た新し い 研究ス タイル と､ そ れ にとも

な っ て確立 され た研究領域 は､ そ れ ぞれ の 主導者に

よ っ て イ ン タ
ー

デ ィ シ プ リナリ なもの と して 口 火 をき

られる ｡

一

例をあげよう｡

ア メリ カ の大学で 中国史を専攻するとき ､
こ の 人は

十九世紀の 区分では史学と いうデ ィ シ プリ ン に組み こ

まれたであろう｡ しかし､ 良きプ ラグマ テイ ス トは｢学

問の ため の 学問+ には重きをおか な い ｡ 中国を知る者

が少く､ 決断に苦慮する要路者が対中関係の 施策に つ

い て助言を彼に求め たとき､ ｢ 中国問題+ に首を つ っ こ

む こ とに しりご みするようならば ､ 折角の 学識も生か

される こ とはな い ｡ 彼 は当局者 へ の献策を意義深 い こ

ととしてあらゆる知見を絵動員して生きた政策をうち

たて る努力をするであろう｡ こ こ に､ 当初は ｢ 中国史

家+ として の余技であり､ 或 い は中国史研究で蓄えた

知見の 応用 問題と して の 中国事情 - の介入が ､ 次第に

中国の 経済 ･ 外交
･

民政
･

法制
･

文学と い っ たもの を

包含し つ つ ､ そ の 社会 ･ 民族 ･ 文化 ･ 国民性を稔体的

にとらえる ｢ 中国研究+ と いう研究分野をは ぐくんで

ゆくこ とになる ｡
こ れ は

､ 中国史､ 外交史､ 政治学､

法制史､ 経済学 ､ 民族学と い っ た既成 の デ ィ シプリ ン

からすれ ば､ そ の い ずれにも専
一

的 には属さ な い と い
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う点では典型的な学際分野である ｡ しか もやがて こ こ

で得られ た知見の有効性が確認され るに至 っ て ､｢ 地域

研究+ と い う新たなディ シプリ ン と して認証され る こ

とになる の である｡

上 の ケ
ー

ス は ｢ 地域研究+ と いうス タイ ルが確立 さ

れ る過程をごくか い つ まん で
一

瞥したもの にす ぎな い

が
､ デ ィ シプ リ ン とイ ン タ

ー

デ ィ シプ リナリテ ィ の関

係の
一

面をうかがうことが できよう｡
こ こ に見られ る

の は､ 野中政策と いう現実的課題 へ の 対応に迫られ つ

つ
､ 幾 つ か の デ ィ シプリ ン が融解してゆく過程が ､ 同

時に新し い デ ィ シプリ ン の 誕生に つ なが っ て い る こ と

を物語るもの である｡ ともあれ､ 十九世紀的､ 乃 至は

ドイツ的デ ィ シプリ ン がプ ラグマ テ ィ ズ ム の風土 の 中

で 一 旦 は解体され てゆく事情が垣 間見られ るが､ こ れ

は ベ ン エ デ ィ ヴ イ ッ ドの所謂 ｢学問の 府+ が十九世紀

ドイツか ら､ 二 十世紀ア メ リカ へ と決定的に移動 した

こ とを示す象徴的な事態である｡ 学問中心地 の移動が

行 われ るには ､ 或 る種 の パ ラ ダイム変換と､ 云う べ く

んば ｢科学革命+ が随伴するわけであり､ こ の革命の

遂行 は､ 十 九 世紀的デ ィ シプ リ ン を打破するため の 戟

略的イ ン タ
ー

デ ィ シプリナリティ によ っ て可能とな っ

たとみ る こ とができ よう｡

こ の ようにデ ィ シプリ ン とイ ン タ ー

デ ィ シプリナリ

テ ィ の 関係には ､

一

般 に パ ラ ダイ ム変換に 於 い て見出

され る事態との つ ながりを指摘できるが ､
こ れ は新興

科学が従来型 の 学問と
一

線を画すときには或る程度た

どらざるを得な い 過程 とみな して さしつ かえな い であ

ろう｡ 要するに ､ は じめ は既成の ディ シプ リ ン にと っ

て は ｢ 応用問題+ としてとりあ つ かわれて い たもの が ､

そ の 間題領域の 広範さ ､ 独自性が知られるに及ん で余

技的な扱 い では対応が追 い つ か なくなり ､ 本格的攻究

の対象としてうちたて られると いうこ とはよくある こ

とであるが ､ こ の ｢ 応用問題+ の 派生すると こ ろが､

境界領域 ･ 学際領域 であるとしてよ い ｡ そ して学際領

域をこ の ように位置づ けるならば ､ ディ シプリ ン か ら

イ ン タ
ー

デ ィ シプリナ リ - と重点が移動するの は､ 新

し い 学際領域が攻略の主対象として正面にすえられ る

こ とであり
､
正 面を占め た こ とによ っ て､ 従来 の デ ィ

シプリ ン と並 ぶ もの と なるか ､ 或 い は こ れにと っ て替

り､ や が て新 し い デ ィ シ プリ ン と してか たま っ て ゆく

か の い ずれかに なる ｡
こ のようなケ ー

ス は
､ 古くは社

会心理学や ､ 社会言語学､ 科学史や科学社会学と い っ

た もの ､ 或 い は生化学や生物物理学､ 都市工学や情報

科学と い っ た デ ィ シプ リ ン の成立に見られ る ことであ

り
,
近くは バ イオ エ シ ッ ク ス

､ 医事法学､ 認知科学､

地球科学 ､ 環境科学と い っ た新し い デ ィ シプリ ン の成

立に於 い ても指摘できるであろう｡

以上 の ような事情をふまえるならば ､ イ ン タ ー ディ

シプリナリ と い うス タイ ル は､ こ の 語が用 い られて い

ようと い ま い と､ そ れ にはかか わりなく､ ｢ 応用問題+

が出現し､ こ の応用問題が実は
一

過性 の も の ではな い

こ とが自覚されて本腰を入れ てとりくまざるを得な い

も の で ある こ と が広く認め られる に至 っ たケ
ー

ス に

は
､
共通 して認め られる手法である｡ そ の際､ 要する

に新 しく生 じた事態を前にして既存の デ ィ シプリ ン が

単独 で対処 して そ の有効性を疑 われ ､ 次 に幾 つ か の

デ ィ シプリ ン の 協同作業が始まり､ こ の作業がデ ィ シ

プリ ン 間 の 隔壁をこ わす融解過程を経て新 し い デ ィ シ

プリ ン として鍛造されるまで の過渡期に容認される ス

タイ ル であると云 っ て よ い ｡

と こ ろ で学際性が上述の ような過渡期的性格をも つ

もの として認 められ るならば ､ 捻ノ合科目の 設定の主旨

に ｢学際性+ を言匿うこ とには ､ 慎重さが求められ る べ

き で あ ろう｡ こ の こ とは,
-

､
二 年生 向け の 絵ノ合科目

を開設する場合には特に重要な視点とな っ てくる｡ と

い う の は ､ 境界領域
･

学際領域が応用領域でもあるな

らば ､ ｢ 応用+ を教えるに先立 っ て基礎を教えるの が順

序と して は当然だからである｡ 少くとも ｢ 生成過程に

ある学際性+ によ っ て 立 つ 絵合科目と いうこ とならば ､

こ れを､ 既存 の デ ィ シプリ ン の 長短､ そ の有効性と限

界を或る程度判断できる.段階に達 した者に ､ 今後 の学

問の 方向を指し示すもの として提供す べ き であり､ 学

部 の最終学年か ､ 或 い はむ しろ大学院段階の科目とし

て位置づ けて こ そ､ は じめ て意味をも っ てくるもの と

思われる ｡ 大学院の 改組 ･ 新設に際しても ｢学際性+

が キ ィ ワ
ー

ドとして用 い られ て い るが ､
こ れまで の記

述をふ ま える ならば､ 学問 の高度の 展開に於 い てみ ら

れ る学際性の 理念を､ 学部の 初年次向けの カリキ ュ ラ

ム に もあてはめ る の は本末転倒となる こ とは確かであ

る ｡
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〔註 1 〕 管見に入 っ た も の の 中で有益 なも の とし て は ､

以下 の 三冊 が ある｡

O C e n t e r f o r E d u c a ti o n a l R e s e a r c h a n d l n n o v a -

ti o n ( C E R I) : I n t e r di s ci p li n a rit y - P r o b l e m s o f

T e a c h i n g a n d R e s e a r c h i n U n i v e r s it i e s .

1 9 7 0 ( 1 9 7 2)

O J . J . K o c k el m a n s ( e d .) : I n t e rdi s c i pli n a rit y

a n d H i g h e r E d u c a ti o n . 1 9 7 9

0 J . T h . K l ei n : I n t e r di s ci p li n a ri ty - H i s t o r y ,

T h e o r y a n d P r a c ti c e - .
1 9 9 0

ほ ぼ ､ 十年毎 の 間隔をお い て 刊行され た上記三者

を読み比 べ ると､ ｢ 学際性+ と時代と の考案点 がよく理

解される｡

〔註 2〕 山崎正和 ｢ 近代の 擁護+ P . 1 0 1 ( P H P 研 究所

199 4) に よる｡

3 教養教育とイ ンテ グレ ー シ ョ ンの 課題

｢学問の府+ の移動にともな っ て出現し､ 又､ こ の

移動を完遂させ る方途でもあ っ た ｢ 学際性+ は､ 戦後

日本 の学制改革に 於 い て もなお とり残され て い た 旧制

大学的体質､ ドイ ツ的学問体系の残淳を除去するため

の 戟略的キイ ワ
ー ドと して唱導されたもの であ っ た ｡

従 っ て ｢ 学際性+ が唱和され る の を耳にすると､ 少数

エ リ
ー

ト教育の 時代の デ ィ シプ リ ン に対する ノ ス タ ル

ジ ア がよみがえ っ てくる の も又避けられず､ 大衆高等

教育の時代の イ ン タ
ー デ ィ シプリナリ ティ に纏綿する

底の浅さ､ 内容 の稀薄さが否が応にも目に つ く こ とも

己むを得ぬ こ とではあ っ た ｡ だ が こ のような感傷 の時

も過ぎ去 っ た｡ ｢ 大学 の孤高と自由+ が ほとん ど息の根

をとめ られ たように思われ る現在 ､ 今 世紀中菓に叫ば

れ 出した ｢学際性+ は既 にそ の歴史的使命を果たし終

えたの である｡ - ･
- -

小論を こ こ までお読み下さ っ た方 々 の 中には ､ 上述

のような感想を抱かれ た方もおるに違 い な い ｡ 人文学

部は ､ 昭和五十五年の 改組に際して前節で述 べ た事態

認識をふまえて､ ｢ 地域研究+ と ｢ 行動科学+ と いう今

世紀アメ リカ の ｢ 学際的研究+ の 成果にならう べ く体

質改善をはか っ た｡ 従 っ て学際性に つ い て は既に十分

にそ の 要所をと り い れ ､ 研究 と教育を進め て き たと

云 っ てよ い ｡ しか るに こ の数年来の 改組にあた っ ても､

な おも ｢学際性+ と い う課題が提起され続けた ｡
こ れ

は 一

体 どう い うこ と な の であろうか ｡

こ の ような疑念は ､ 我々 の学部 の多くの 者が抱き､

等しく苦慮したこ とがらであ っ た ｡ 改組が制度面では

一

応結着した現在に至 っ て､ 或 る程度了解し得たこ と

は
､ ｢ 学際性+ と いう日本語に含意され て い る こ と､ 或

い は こ の語を用 い る人 々 が漠然と思 い 浮か べ て い る こ

とは ､ 単 にアメリ カ科学の成立過 程に見られ るような

学際性だけではなく､ 何か も っ と異質なもの ､ 異次元

なもの も要請されて い ると いうこ とである ｡ そ れ は昭

和五十五 年段階 の 学際性がイ ン タ
ー

デ ィ シプ リナリ

テ ィ と い う概念に相応するもの であ っ たとすれ ば , ち

はや こう いう概念ではとらえられ な い もの ､ そ の 限り

では tr a n s dis ci pli n a rit y と でも い うべ きもの に なる の

か
､ 或 い は デ ィ シプ リ ン そ の も の の根 の部分を志向す

る p r o t o dis ci pli n a rit y と で も い う しか な い ようなも

の が今日求められ て い る の で はなか ろうか ､
と いう予

想に つ ながる ｡
そ しておそらく教養教育 の改善充実が

進められ るとしたら
､ 今後模索す べ き方向としては ､

t r a n s d is c ip lin a r y と
,
p r o t o di s ci pli n a r y と い っ た 性 格

の もの であろうか と思われ る｡

話 はやや横道に それた ｡ 前節 の結び の 部分に論及を

戻 した い ｡

所謂 ｢学際性+ に配慮した稔合科目は ､ 高年次､ 乃

至 は大学院段階に配当す べ きである と い うこ とは ､

デ ィ シプリ ン の 何たるかをまだ全く解 さな い初年次生

に学際的科目を敢えてもあまり意味はな い だろうと い

うこ とでもある｡ 従 っ て ､ 少なくとも
-

､
二 年向けの

捻 ノ合科目は ､ せ い ぜ い の と こ ろ複数の 担当者が各 々 の

得意とするサブ ･ デ ィ シプ リ ン をもちより､ 長短相 い

補うもの として の plu rid is cip li n a r y ､ 或 い は m u ltidis
-

ci pli n a r y 科 目と み なす べ き もの で あ っ て ､
こ れ は

｢s u r v e y
･ s y n o p sis と して の捻

ノ合科目+ と して明確に

位置づ けるか ､ 或 い は
一

節 に於 い ても述 べ たように単

一

科目として扱 っ た方が カリキ ュ ラ ム上 の整合性は保

たれると考える｡ 繰り返しになるが ､ 概観 ･ 通観を旨

とする概論科目はまさに ディ シプ リ ン の本領を知らし

む るため の 科目であり､ か つ て
一

人 の大家が通観して

い た分野が ､ 複数 の 人間の分担にか わ っ た としても依
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然としてデ ィ シプリ ン そ の もの を教授すると い うこ と

に於 い てはか わりはな い か らである｡ こうした事態は

学問研究の細分化が進ん だ為に 己むを得な い 対応であ

るが
､
こ こ に i n t e r dis cip li n a rit y を認め る の は ､ む しろ

デ ィ シプ リ ン に対する 冒清に つ なが ろう｡

再 三 述 べ る よう に､ 絵合 科 目 の 設定 に あ た っ て

i n t e r di s cip lin a rit y の み を主旨とする こ と には疑念が

残り､ 特 に
-

､
二 年次向けの科目に これ がふさわ しくな

い とすれば ､ 稔合科目がめ ざすi n t e g r a ti o n の 力点は

何に置くの が望まし い であろうか ｡ あ る い は担当者た

ちが こ のような科目を設定する こ とによ っ て こ れ まで

模索し､ 追求してきた教授内容の i n t e g r a ti o n と い う

課題は ど のようにして具体化を図る べ きであろうか ｡

i n t e g r a t e d c o u r s e が め ざして きた もの をど の よう

に実現するか と いう問は､ ｢ 統合i n t e g r ati o n + と は何を

謂うの か と いうこ とを明らかにする こ となしには進め

る ことが できな い ｡
こ れ に つ い て は ｢ 絵合+ の場合と

同様に ､ 何 と何を統合するの かを巡 っ て い く つ か の 見

解がありうる｡ こ こ で は大学教育におけるも っ とも基

本的な観念として の統合に つ い て ごく概括的にふ れる

ことしか できな い が
､ 統合 の必要性が確認されるとき ､

単 に ｢ 設置基準+ の形式上の 一

区分と して の稔合科目

の 成否を超えて ､ より大きな視野が開けてくると思わ

れる
｡
以下

､
こ の こ とに つ い て考察を進め るにあたり､

今
一

度デ ィ シプ リ ン の課題に たち返る ことに しよう｡

デ ィ シプリ ン は ､
さきに述 べ たと こ ろで は ｢規律を

含んだ専門+ と い うこ とであ っ た｡ と こ ろ で規律と い

う ニ ュ ア ン ス が こ の語に つ きまとうの は何故か と云え

ば ､ そもそもデ ィ シプリ ン と い う語の 古来の含意に濃

厚に教育的性格が こめ られて い るか らである｡ も しも

純然たる知識の 体系と して の 学問- - こ れを s ci e n c e

と いう語であて るならば- - の科学性に力点をお い て

学際性を強調する なら､ i n t e r s ci e n c e ､ i n t e r s cie n tifi c

と い う造語が可能であるの み ならず､ こ ち ら の方がよ

り適切 なもの となる こ とは いうまでもな い ｡
にもかか

わ らず､ i n t e r s cie n tifi c よ りもin t e r dis ci pli n a r y の 方

がよ り多く用 い られ て釆たからには､ な に ほ どか の 意

義が こ こ に見出され なければ ならな い ｡

十九世紀型の デ ィ シプリ ン が 日本の大学に定着した

≠隆緯に つ い て は先に
一

瞥し､ そ の 際同時に文学部と い

う体制に見られ る時代状況との 疎隔に つ い ても指摘し

てお い た
｡
と こ ろで こ の疎隔､ 或 い は酪酸が単に文学

部だけの問題にと どまるならば ､
こ と はさして深刻に

はならな い だろう｡ と いうの も文学部的体制にくみ こ

まれる学生数はそれほ ど多くはなく､ 学部構成員の努

力によ っ て は､ や が て改善の道も開けるだろうか らで

ある｡ し たが っ て ､ 問題になる こ とは こ の こ とではな

い
｡ 日 本 の大学制度に と っ て の最大の 問題は ､ 実 に十

九世紀的ディ シプリ ン の 区分が ､ 稔合大学の 学部制度

その もの の根幹にな っ て い ると い うこ とと ､
こ れと不

可分の 関係にあ っ た ｢教育研究理念+ にある｡ そして ､

法 ･ 文 ･ 経 - - - と い っ た総合大学を構成する基本単位

として の学部設定の 仕方が､ 今 や時代状況と の 間に大

きなズ レ を生み出すもの とな っ て きて い る こ と こ そ正

視され なければならな い の である｡

大学 の 自治の 基幹単位として長 い 間永認され てきた

学部と い う教授 ･ 学習 の単位の ど こ が､ な ぜ に 問題と

なる の か ､ と思われ るか も知れ な い ｡
こ れ こそは我々

が自明 の大前提として きた大枠 であり､ こ の 大枠の も

とで しか こ とは進められな い の で はな い の か ､
と いう

の が大方の意見であろう｡ しか し大学制度の 最大の 難

点は ､ 専門学部と い うシ ス テ ム が ､ 教育
･ 研究

･

管 理

と いう三 つ の機能を果すもの と して設定されて い る こ

とにある｡ こ の こ と が何故､ 今問題となる の か ｡

専門学部は､ 研究 ･ 教授 ･ 学習 の基本単位である｡

こ の こ とは
､ 学部が研究者の帰属単位 であるとともに ､

学生に と っ て の教育単位でもあると いうこ とである｡

つ ま り 一 つ の 組織が研究機関であるとともに ､ 学生が

所属する教育機関ともな っ て い る こ とにみられ るよう

に ､ 学部は研究と教育と い う二重の使命を帯びて い る｡

こ れ は ｢ 学問研究を通しての 人格の陶冶+ と い う十九

世紀ドイツ の大学の 理念にそうもの であり､ 研究と連

動 した教育の みがよくその使命を果 しうると い う確信

にもと づく｡ 専門学部の カリ キ ュ ラ ム は ､
こ の 理念を

よ しと して構築され ､
デ ィ シプ リ ン が安定して い ると

こ ろで は､ 研究と教育の リズ ム も合致 し､ こ の 理念は

実効をともな っ て い た｡ しか し
一

世紀を経過する間に ､

次第に顕著とな っ た こ とは ､ 研究と教育が相克を繰り

返 しなが ら､ 次第に分離し､ つ い に は有機的連繋が見
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失われ が ちにな っ たと いうこ とである ｡ 研究と教育が

両立 しな い状況が生じ つ つ あるにもかか わらず､ こ の

二 つ の もの を制度的にはた して ゆかなければなら な い

と い うこ とは ､ 現代 の学部の 宿命であり､ こ の宿禽を

負 い ながら､ 正視する こ とを避けてきたの が改革以前

の 状態であ っ た と云 っ てよ い ｡

研究者集団の 自己規律 ､ 使命感は ､ 学問研究の 固有

の 運動法則に忠実な､ 業績主義と いうメ リトク ラシ ー

に貫ぬか れて い る｡ 他方 ､ 学生は､ そ の時 々 の好尚と

社会的状況のうちで比較的好まし い と感じられた分野

を選択して入学してくる ｡ しか し多くの者にと っ て学

生時代は､ 職業選択の ため の モ ラトリア ム期間で しか

な い ｡ 社会的身分を獲得するまでの 間､ ｢大学丸+ と い

う豪華客船に乗り､ 適当な寄港先を見 つ けた段階で下

船する乗･客が ､ 船中で知りあ っ た同乗者と親しくなる

こと はあ っ ても､ 船員と乗客 の 間に知 己の関係を結ぶ

こ とはあり得な い ｡ 大学はある時期か ら､ ｢ たまたま乗

りあわせ た客+ を多数か かえこま ざるを得な い ように

な っ たが
､
こうした状況の もとでは ､

研究者の ｢ 崇高

な使命感+ が学生と の 間に接点をもちようが なか っ た

の も当然 である ｡

大学教育に於 い てイ ン タ
ー

デ ィ シプ リナリテ ィ の 重

要性が言われ出したの は ､ 研究と教育 の奉献が歴然と

し始め た頃からであ っ た ｡ よき研究者がよき教師でも

あり得 るこ とが難しくな っ た とき､ 授業は己むを得ぬ

ノ ル マ と感 じられてくる ｡ しか し､ デ ィ シプリ ン を教

育的側面か らと らえて い る
一

般社会の 目には､ こ の こ

とは義務履行に於ける遅滞と しか 映らな い ｡ デ ィ シプ

リ ン の教育的性格が ､ 次代 の 人材の育成と いうこ と に

ある以上､ こ れ は或る程度甘受せ ざるを得な い評定で

あろう｡ しかも多くの場合 ､ 教育内容が未来 - の 展望

をもたな い ど こ ろか ､
現代 の 時務の要求か らしてもあ

まりにもか け離れてル､ る と い う感じが抱かれ始めた と

き ､ 人 は ｢ 規律を含んだ専門+ に疑念を向けるこ とに

な っ た｡ そして こ の冷た い ま なざし へ の対応として焦

眉の課題とな づた の が､ ｢ 研究と教育の統合+ であり ､

次代をにらんだ教育課題にたえられる研究領域の 設定

をはか るか ､ 研究水準に こたえうるような段階に達し

うる教育ス テ ッ プを準備するか ､
と いうか たちで ｢教

育と研究の統合 i n t e g r a ti o n+ を具体化する道を模索す

るこ とにな っ た｡ と もあれ ､ 研究者が教場に立 っ た と

き のすれちが い は､ 最も尖鋭なかた ちでは
一

般教育課

程を直撃したが ､
こ れ に対する批判は我 々 が つ ぶ さに

経験した ことである ｡ そして我々 は ､ 統合 の実現の方

途として､ 段階的な教育ス テ ッ プを準備する方向を選

択したが､ こ れ が ｢ 学部 一

貫教育+ と い わ れるもの で

ある｡

学部
一

貫教育をこ の ように位置づ けるならば ､ イ ン

テ グレ
ー シ ョ ン - 統合はやが て実現するこ とになる筈

である｡ そうすれば ､ 教養教育は過去から己むを得ずひ

きず っ てきて い るもの で い ずれ脱ぎ捨て てもさし つ か

えな い もの と い うこ とになろう｡ 学部数育にと っ て教

養教育は古着と い う考えは こ こ に生まれ る｡ しか し､ こ

の考えには実は大きな難点が潜んで い る｡ そ れ は何か｡

一

般教育課程 の衰微の 原因は､ よく指摘される制度

面で の欠点に つ きるもの では な い ｡ 二 重構造と いう欠

陥だけが衰退を招 い た の では な い ｡ 教育内容から見て

もこう い っ た事態を招来する己むを得 な い事由が伏在

して い たと思わ ざるを得な い ｡ そ の こ と は､
一

般教育

課程 が､ 実態は専門学部の 出店と化し つ つ あ っ た こ と

と底辺 では つ な が っ て い る の である｡ そ し ても し こ の

事態に対 して の 反省をふまえずに ､ 学部
一

貫教育が叫

ばれ るならば ､ や が て学部教育の 形骸化 も避けられ な

い こ とになろう｡
そ れは どうしてか｡

一

般教育が専門学部の 出店､ 或 い は 下請け期間 へ と

変質 し つ つ あ っ た こ とを最も端的に示 して い る の は ､

学群 ､ 学系 の 区分である ｡ 学群は文科系にか ぎ っ てみ

れば ､ 人文科学と社会科学に分か れて い るが､ こ れら

は伝統的な学部体制にもとづ き､ 文学部 と法 ･ 経学部

の デ ィ シプリ ン と いうふうに仕分けされて い る｡ しか

し
､ 今 日､ 社会科学と人文科学を､ 何 か全く別個の も

の の ように仕切 る こ とが でき るな どと いう考えは ､ 思

惟 の ｢ 伝統的支配+ 様式にとらわれ たもの で しか なく､

少 し でも内情に立 ち入 っ て み るならば ､ 区分原則が悪

意的なもの である こ とはおおうべ くもな い ｡

一

般教育

が災難に見舞われ たとき ､ 専門学部の 対応は概してひ

ややか であり ､ 対岸 の 出来事 と いう受けとめ方が支配

的であ っ た こ とは否めな い ｡
しかし 一

般教育の 不評は､

人
･

社系に関して云えば ､ 専門学部の研究ス タ ン ス と

デ ィ シプリ ン をそ の まま下写しにした学群 ､ 学系を踏
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襲し､ そ の枠内で旧套墨守に徹した こ とも又 一

因 であ

る こ とを指摘しておく べ きだろう｡ そして こ の ように

考えるとき, 専門的デ ィ シプリ ン の 枠組の見直しも必

要とな っ てきて い る こ とに思 い を寄せ なければならな

い
｡ 上層部の疾患は下部組織に病状としてあらわれる ｡

人文研究 H u m a niti e s か ら､ 社会認識が S o ci al s ci -

e n c e s と して離別した経緯に つ い て は ､ こ こ でふ れる

余裕はな い が ､
こ の別居 ･ 離別が双方の当事者にと っ

て 己むを得ぬ こ とであ っ た時期はもはや過去 の もの と

しなければなら か - ｡ サイ エ ン ス の 自己運動が､ 次か

ら次 - と ス ペ シ ャ リ ス トを生む
一

方 で ､ 統合 へ の 志向

が あち こ ちで芽をふき つ つ ある の を見る とき､ 単 に

H u m a nitie s と S o cia l s cie n c e s の 停 戟 ライ ン を 引き

直すだけではなく､ 共通 の言語を語りうる場を設定す

る努力に挺身するこ と の 方がみ の りが多 い の では なか

ろうか ｡

研究と教育の統合の 可能性は ､ 専門学部にと っ て も

避けるこ と の で きな い 追求課題である ｡ しか し､ こ の

課題 は
､

一

学部でなしうるもの でな い こ とも又明らか

である｡ 学部間協調を追求する場としても教養教育は

意義づ けられなけれ ば ならな い ｡
i n t e g r a ti o n - u nifi

-

c a ti o n と する とき､ u n ific a ti o n を すすめ られ て こ そ

u n iv e r sit y の名に催 いすると云えよう｡
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